
　　　　　　　　　　　　　　
　「名もない雑草」などというものはなく、どんな植物にも名前があり
ます。
　世界共通の名前は学名で、ラテン語で標記され、主に形態的な特徴か
ら名付けられています。我が国の植物にはすべて和名がつけられていま
すが、その由来は実に様々で、それを知ることによって、その植物が私
たちとどう関わってきたかを知ることができます。北海道にはもう一つ、
アイヌ名という貴重な財産があります。アイヌの人達は、その植物が暮
らしにどう役立つかという視点から名前が付けられています。
　植物の名前を覚えることは、結構ハードルが高いのですが、このよう
に名前の由来を知ることにより、植物がより身近な存在になっていけば、
自然と覚えられるかもしれません。この会は、そんなきっかけにしたい
と思っています。

ルーツは熊本で愛媛県松山市出身。1972（S47）年
に来道して以来札幌在住。物心ついた時から植物に
親しみ、大学ではランドスケープと園芸を学んだの
ち、ずっと植物に関わる仕事を続けて来てきました。
園芸から造園、緑化から植生保全、まちづくりから
ボランティア活動支援など、幅広く緑づくりや花づ
くりの活動を行っています。

笠 康三郎

主催：安田侃彫刻美術館 アルテピアッツァ美唄　（9:00～ 17:00 火曜休）
申　込 電話0126-63-3137または、受付フォーム (QR) にてご予約ください。

ゲスト
ゲストからのメッセージ

The 19th

■「アルテ○○の学校」とは… 誰もが参加できる、小さな発見の場です。毎回、様々なテーマでゲストを招き、お話を聞きます。

場　所｜安田侃彫刻美術館 アルテピアッツァ美唄 ストゥディオアルテ(体験工房)　美唄市落合町栄町
参加費｜ひとり1,200円（ポポロ1,000円）
予　約｜要申込、先着順

2020 年 6 月14 日（日）13：30～（受付13：00～）

Ryu Kozaburo
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